
令和５年度佐賀県中学校総合体育大会 

柔道競技 申し合わせ事項 

 

○熱中症対策について 

・空調施設を利用して実施する 

○連絡・確認事項について 

・試合は、2022 年 4 月施行国際柔道連盟試合審判規定および「少年大会特別規定」「佐賀県中 
体連柔道競技申し合わせ事項」によって行う。勝敗の判定基準は次のとおりとする。 

   ⅰ)  団体戦の勝敗は、「一本」「技有」または「僅差（指導の差２以上）」とする。トーナメ
ントにおいて、内容が同等の場合は任意の代表戦を行う。 

         代表戦は正規の 3 分間の試合を行い、「一本」「技有」または「僅差（指導の差２以上）」
がない場合に延長戦(ゴールデンスコア)を行う。勝敗は技によるポイントが入るか指導
差が 1 以上ついた時点で勝敗を決する。 

 
   ⅱ） 個人戦の勝敗は、試合時間３分間で「一本」「技有」もしくは「僅差（指導の差２以上）

とする。なお、両者に技のポイントが無い場合は、正規の３分間で受けた指導を引き継
ぎ、延長戦(ゴールデンスコア)を行う。勝敗は技によるポイントが入るか指導差が 1 以
上ついた時点で勝敗を決する。 

 

・2022 年 4 月から絞め技が禁止になっている。 

・2023 年 6 月 1 日施行の審判規定の解釈変更を適用する。 

・リーグ戦の代表戦については全中の競技規則申し合わせ事項を適用する。（別紙） 

・監督は当該校の教職員（部活動指導員を含む）または、クラブチーム指導者として県中体連に

登録した者とする。登録された引率、監督、コーチ以外は試合会場に入れない。 

（学校部活動の外部コーチは、県中体連外部コーチに登録し、申し込みに記載されていてコーチ

証を携行している者に限る。） 

・選手は礼儀正しく、服装を正しくすること。監督、コーチは審判に準じた服装であること。 

○計量について 

・計量を行う前に、必ず監督もしくは教職員が受付をすること。（コーチの受付は認めない。） 

 ※個人戦のみで 1 日目（２２日）に計量を希望する選手は注意すること。 

・１日目（２２日）の計量について、団体戦に出場するチームの選手は試合会場で行い、個人戦

の計量を兼ねることができる。個人戦のみに出場するチームの選手で、１日目に計量を希望す

る選手も計量を行うことができる。 

・２日目（２３日）の計量については、１日目に計量をクリアしていない選手のみ試合会場内で

行う。 

〇ゼッケンについて 

 ・チーム統一のゼッケンが必要になる。ただし、中学校の『中』は無くてもよい。 

○駐車場について 

・事前に駐車場所を確認し、決められた場所へ駐車すること。「エレナ塩田店」に駐車しての観戦

は絶対にしないこと。 

○その他 

・アリーナフロアでの飲食は禁止。ただし、熱中症対策のためシートの上での水分補給は認める。 

・団体戦、個人戦で１位、２位になったチームの監督には、表彰終了後九州大会、全国大会の申

し込みの説明をする。 



令和 5年 6月 13 日 

柔道競技部ブロック長様 

（公財）日本中学校体育連盟柔道競技部 

競技部長 神谷 兼正 

（公印省略） 

 

第５４回全国中学校柔道大会における競技規則の申し合わせ事項について 

 

拝啓 時下益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。 

先般のオンラインによるブロック長連絡会においても、各ブロック長との意見交換を行

い今年度の徳島全中に向けての共通理解を図る事ができたと思います。 

さて、連絡会の中で議題となった競技規則について、みなさまのご意見も踏まえて下記

の通りにまとめてみました。今後、各都道府県で予選会が行われる事と思いますので一読

され、各ブロック専門委員長に連絡をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敬具 

 

 

 

 

競技方法⑦カにおいて 
・オにおいて同等の場合は、１名による代表戦を１回行い、決勝トーナメント方式へ
の出場チームを決定する。（３チーム同等の場合は、リーグ戦方式による代表戦を行
う。代表戦は、試合ごとに任意の選手を１名選出する。試合方法は個人戦の競技規
則とする。） 

 
細則 
・代表戦による試合順は本戦同様に行う。 
 
・リーグ戦による優劣の成り立ちは次の通りとする。 
本戦「①一本」＝「①反則勝ち」＞「②技あり」＞「③僅差」 
ＧＳ「④一本」＝「④反則負け」＞「⑤技あり」＞「⑥新たな指導差がついた時点」 

 
・６月１日全柔連発の「国際柔道連盟試合審判規定の解釈に伴う国内大会への適用に
ついて」②ＧＳ時における「抑え込み」の扱いについては、代表戦の場合は変更前
のルールを適用する。したがって、選手自身が解かない限り２０秒（一本）まで継
続される。 

 



２2日 ２3日

種　別

Ｐ１ 来賓

Ｐ２ 大会関係者の駐車禁止

Ｐ３ 大会会長・副会長・役員・審判

Ｐ４ 一般

Ｐ５ 地区役員・審判

Ｐ６ 大型バス・マイクロバス中央公園運動場

※大型バス・マイクロバスは、運動場の中央部分にはできるだけ駐車しないようご協力よろしくお願いします。

※来賓はP1に駐車する。役員・審判はP3、P5に駐車する。P2は大会関係者の駐車を禁止とする。
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Ｐ３・４および大型バス・
マイクロバスの駐車場は、
塩田中学校とエレナ（スー
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ください。
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Ｐ３　リバティ駐車場 Ｐ４塩田川沿い駐車場

Ｐ５　塩田津駐車場

エレナ



大会時の出入口について

応援者出入口（２F)

選手(生徒）出入口（１F)

エレナ

エレナ

専用駐車


